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第５次中期計画の骨子・目的，活動内容（アクションプラン） 案 

 

第５次中期計画（2021 年 9 月策定） 

第５次中期計画の骨子・目

的 
活動内容（アクションプラン） 

企画検

討担当 
実施主体 

１．社会

的 課 題

へ の 対

応 

大規模災害への対

応，気候変動適応

策，流域治水，防

災・減災と自然環

境保全の両立，グ

リーンインフラ，

SDGs,Society5.0

などへの取り組み 

・大規模災害

等，緊急時の

学会の対応体

制の維持 

・大規模災害時の調査等の実

施体制を維持するとともに，そ

の他の緊急時における学会と

しての対応を柔軟に実施でき

るようにする． 

災害対応

委員会 

災 害 対 応

委員会 

・気候変動適

応 策 等 の 調

査・研究課題

への取り組み 

・気候変動適応策等の調査・研

究課題，流域治水，防災・減災

や再エネ等の事業と自然環境

保全の両立，グリーンインフ

ラ，SDGs，Soceity5.0 などの社

会的課題に対して，学会として

取り組む方向性について検討

し，他学会や行政との連携体制

の整備等について検討する． 

理事会・

幹事会 

理事会・幹

事会 

・会誌での特

集号の増加，

投稿の促進 

・学会誌での社会的課題をテ

ーマとした特集の掲載，関連す

る論文の投稿の促進（会員，行

政関係者，関連分野の研究者等

への働きかけ）を行う． 

会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

国際的な技術交

流・情報発信 
・アジア地域

の研究者・組

織との技術交

流 

・国内の留学生を含め，アジア

地域の関連分野の研究者・組織

への情報発信等を通じて技術

交流を深める． 

国際交流

委員会 
国 際 交 流

委員会 

・国際会議の

開催・協力 
・ International Consortium 
of Landscape and Ecological 
Engineering (ICLEE) の国際

会議にて情報発信する． 

国際交流

委員会 
国 際 交 流

委員会 

・LEE との連

携（特集号等） 
・ 英 文 誌 Landscape and 
Ecological Engineering
（LEE）での特集号の企画の

提案等を行う． 

国際交流

委員会 
国 際 交 流

委員会 

２．学会

活 動 を

通 じ た

社 会 へ

の貢献 

他分野との交流 ・学会誌にお

ける他学会と

の連携 

・１つのテーマを学会ごとに

視点を変えて特集を行う等の

学会誌における連携方策を検

討する． 

会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

・合同研究発

表会等（ELR
の継続）の取

り組み 

・三学会合同大会（ELR）を継

続し，2022 年に幹事学会とし

て担当・開催する． 

・地域研究会で，他学会との合

同セミナー等を企画・実施す

る． 

大会実行

委員会 

普及・連

携委員会 

大 会 実 行

委員会 

普及・連携

委員会 

国内への情報発信 ・テキスト刊

行の継続 
・第２刊目以降のテキスト刊

行について検討するとともに，

テキスト

刊行委員

テ キ ス ト

刊 行 委 員
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必要に応じ会誌（特集，解説記

事等の掲載）との連携について

検討する． 

会 

会誌編集

委員会 

会 

会 誌 編 集

委員会 

・発刊したテキスト等につい

て，地域でのセミナー等による

普及活動を継続する． 

テキスト

刊行委員

会 

普及・連

携委員会 

テ キ ス ト

刊 行 委 員

会 

普及・連携

委員会 

・情報発信，

情報交流の促

進 

・ウェブサイトの構成，コンテ

ンツ，更新体制等を全面的に見

直し，動画も含めた多様な情報

の掲載，SNS を用いた会員交

流を行う 

幹事会 

情報サー

ビス委員

会 

幹事会 

情 報 サ ー

ビ ス 委 員

会 

若手人材育成 ・若手の会の

活動支援 

・若手の研究者や技術者の交

流，現地調査活動や研究成果の

共有等の機会の創出を支援し，

人材育成を図る． 

幹事会 

普及・連

携委員会 

幹事会 

普及・連携

委員会 

対外活動の充実 ・技術援助の

継続実施 

・応用生態工学の視座の浸透

と事業等への活用に向けた学

術的な技術援助を継続して実

施する． 

技術援助

委員会 

技 術 援 助

委員会 

・行政関係の課題に関する意

見交換を継続・拡大し，学会の

調査・研究成果の実務への反映

を図る． 

技術援助

委員会 

技 術 援 助

委員会 

・市民活動への技術支援に取

り組む． 

普及・連

携委員会 

普及・連携

委員会 

３．学会

活 動 の

充 実 と

活性化 

各委員会活動の継

続・充実 

・会誌への投

稿増，査読期

間の短縮 

・会誌編集事務局体制を強化

し，査読期間の短縮等の円滑な

編集活動を図る． 

会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

・公開する情

報の拡張 

・調査データ等をデータペー

パーとして公開する仕組みを

構築する． 

幹事会 

会誌編集

委員会 

幹事会 

会 誌 編 集

委員会 

・行政関係者と連携した情報

の掲載（流域治水など各種の新

規施策や計画等の解説記事等）

を促進する． 

会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

・会誌のイン

パクトの向上 

・独自のインパクトファクタ

ー等を検討し，会誌の評価向上

の指標とする． 

会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

・地域活動の

充実，現場ニ

ーズの研究活

動への反映 

・地域活動の拠点を増やし，地

域活動の拠点間の連携，そして

それぞれの地域での産官学連

携を促進する． 

・地域のニーズが研究活動に

反映されるような情報発信の

仕組み等を構築する． 

・地域シンポ等の成果の共有

方法，ウェブ配信等の在り方に

普及・連

携委員会 

普及・連携

委員会 
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ついて検討する． 

・地域活動の体制の維持・改善

方策について検討する． 

・海外の最新

情 報 の 把 握

（派遣，研究

者招聘，取材） 

・海外における学会等への派

遣・参加，若手研究者・技術者

の研修の支援，国際交流イベン

ト（２年に１回開催を継続）を

実施する． 

国際交流

委員会 

国 際 交 流

委員会 

・最新の海外情報をウェブサ

イト，ニュースレター，会誌等

で会員に提供する． 

国際交流

委員会情

報サービ

ス委員会

会誌編集

委員会 

国 際 交 流

委員会 

情 報 サ ー

ビ ス 委 員

会 

会 誌 編 集

委員会 

・ウェブサイ

ト等の活用 

・ウェブサイト等を活用した

各委員会活動，地域活動のサポ

ートツール（情報共有基盤）を

整備する． 

情報サー

ビス委員

会  

情 報 サ ー

ビ ス 委 員

会  

 ・情報提供・

共有体制の整

備 

・ウェブサイトやウェビナー

等を用いた情報提供・情報共有

体制の整備． 

情報サー

ビス委員

会 

情 報 サ ー

ビ ス 委 員

会 

会員サービスの充

実 

・学会賞の創

設 
・大会での優秀発表賞の授与

の継続，論文賞（和文，英文），

学会奨励賞，学会賞等の創出を

行う． 

幹事会 
研究発表

会表彰運

営委員会 

幹事会 
研 究 発 表

会 表 彰 運

営委員会 

・学会行事の

ＣＰＤプログ

ラムとしての

登録 

・学会行事について，関係学協

会の CPD（継続教育）認定プ

ログラムとしての登録申請を

継続して実施する． 
・CPD 申請の手続きのノウハ

ウを関係者で共有する． 

幹事会 各委員会 

地 域 研 究

会 

大 会 実 行

委員会 

学 会 事 務

局 

・会員のキャ

リアアップの

支援 

・公募情報，就職情報を発信す

る． 
・賛助会員のリクルート活動

の支援として自由集会での企

業説明会（賛助会員等）を開催

する． 
・応用生態工学との関わりで

開ける技術者・研究者として将

来の道筋（例）を提示する（正

会員インタビュー等）． 

幹事会 

普及・連

携委員会 

幹事会，普

及・連携委

員会 

大 会 実 行

委員会 

研究発表実績に対

する社会的評価の

向上 

・研究発表実

績に対する評

価の向上 

・会誌への論文掲載が技術者

実績として評価されるよう関

係機関との連携を図る． 

幹事会  幹事会 

ウェブサイトの活

用促進 
・会員に向け

た情報の提供 
・従来のメーリングリスト等

による学会活動の情報提供に

加え，会員限定サイトの設置等

幹事会 

情報サー

ビス委員

幹事会 

情 報 サ ー

ビ ス 委 員
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による関連分野の最新情報，行

政の最新情報等の提供を行い，

会員メリットを強化する． 
・マニュアル作成等によるウ

ェビナーの利活用体制を整備

する． 

会 会 

学 会 事 務

局 

４．学会

運 営

の 健

全化・

安 定

化 

会員増 ・個人会員増

キャンペーン 
・学生会員のフォローアップ

や広報（学会リーフレット更新

やWEBサイトの充実，SNSの

活用等）等の個人会員の増加に

向けた加入キャンペーン策を

検討，実施する． 

企画運営

委員会 
学 会 事 務

局 

・賛助会員の

募集活動 
・関連企業，研究機関等に向け

た賛助会員募集等の広報活動

を継続的に実施する． 

・募集活動のためのツール（学

会リーフレット等）を作成また

は更新する． 

・賛助会員へのサービス等に

ついて継続的に検討する． 

企画運営

委員会 

学 会 事 務

局 

・地域賛助会

員の検討 
・地域賛助会員の在り方につ

いて検討する． 

幹事会 
企画運営

委員会 

企 画 運 営

委員会 
幹事会 

効率化 ・冊子体の継

続の検討 
・会誌の冊子体の刊行・送付の

継続について，会員アンケート

等を実施した上で，今後の対応

について検討する． 

幹事会 
会誌編集

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

学 会 事 務

局 

事務局体制の安定

的維持 

・事務局の継

続・体制等に

関する検討 

・事務局の継続，体制の検討，

財政の安定化と業務の負担軽

減に向けた検討を継続する． 

企画運営

委員会 
学 会 事 務

局 

会誌編集事務局の

安定的維持 

・会誌編集事

務の実施体制

の検討 

・持続的で円滑な編集事務実

施のために，編集事務局体制の

整備及び必要経費について検

討する． 

会誌編集

委員会 

企画運営

委員会 

会 誌 編 集

委員会 

企 画 運 営

委員会 
倫理規定の検討 ・学会倫理規

程を検討，制

定 

・個人情報取り扱い，著作権

（オンライン配信機会の増加

等への対応），アニマルウェル

フェアなど学会・研究活動に関

わる各種の倫理規定，法令順守

の方策等について検討する． 

幹事会 幹事会 

 


